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文化は変容しつつあるものとして記述されている（du Boulay 1994［1974］; 



































































































































の社会の最小単位とみることもできる。１つのチャドゥルに 2 世代から 3 世
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た森林法（No. 6831 Orman Kanunu）がヨリュクの定住化を進めた直接的な

























1950 年時点で移牧生活を続けているチャドゥルは 76 あったが，1979 年の調
査の時点では 15 にまで減少し，その中には家を建てている者もいた（松原
2004［1998］: 396）。一方，ヨリュクたちが定住した地点は，アンタルヤ県の

















































たと記している（Işık 2011：16‒18）。紀元前 2 世紀には，都市国家パターラ
は地域の貿易港として繁栄していた。特に，テケ半島の諸都市とリュキア同
盟 3 を結び，その同盟の中心都市の 1 つとして同盟の議事堂が置かれていた
移牧の過去の文化遺産化：トルコ地中海地方の定住化したヨリュクの事例から







されるミュラの聖ニコラス（270 年頃〜345 年または 352 年）4 の出身地とし
ても有名である（Işık 2011：22）。
しかし 6 世紀以降，戦乱や疫病の流行でパターラの衰退が始まった。記録
によれば，16 世紀までにパターラは放棄されたようである（Işık 2011: 24）。










のパターラの遺跡の先に広がる全長 18km の砂浜のビーチである（図表 2）。
1960 年代から 70 年代にはほとんど知られていなかったが，1980 年代後半以
降，このビーチがヨーロッパで出版される旅行雑誌に隠れた穴場として紹介
されるようになり，ビーチを目的にゲレミシュを訪れる観光客が増え始めた
のである（Işık 2011: 24）。1986 年にゲレミシュで最初のゲストハウスがオー
プンしたあと，ゲストハウスやホテルが相次いでオープンし，村の観光開発
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図表2　パターラのビーチ


























るのは，現在は村でホテルを経営している M. O. 氏の語り6 である。インタ
移牧の過去の文化遺産化：トルコ地中海地方の定住化したヨリュクの事例から
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図表4　1990年代初めに観光開発の止まったゲレミシュ





ビュー時に 60 代前半の M. O. 氏は，ゲレミシュの成立時に移住したヨリュ
クの家族出身である。後述するが，1970 年代半ばで移牧が廃れたゲレミシュ







ヨリュク，パターラ（Likyalı Yörükler Patara）」の創始者である。また，M. 










る命令を出したという。40 家族といっても，それぞれの家長には 4 人の妻
がおり，それぞれ 10 人は子どもがいて，1 家族が 50 人近い大集団であった。
また，それぞれの家族は，約 2,500 頭の山羊や羊，牛が 50 頭から 60 頭，荷






近に落ち着いた。それか 100 年ほどはその地で移牧を行なっていたが，M. 
O. 氏の祖先たちはさらに西に進んで，現在のエルマル（Elmalı）近郊のバ
ランダ高原（Baranda Yaylası）のデレボアズ（Dereboğaz）に移動した。バ














ダ高原に来たのは，18 世紀から 19 世紀にかけての時期と推測される。
デレボアズにおいても定住化の動きは 20 世紀前半に始まっていたと考え























































































のヨリュクであった人びと 12 名のメンバーで構成されている。M. O. 氏のよ




















た。その 1 つが 2003 年から始めた「ヨリュクの行進（Yörük Göçü）」である。
これはトルコの観光週間にあたる 4 月の第 3 週の週末に行われている。ゲレ
ミシュ郊外に残る，現地では「壊れた用水路（delikkemer）」と呼ばれてい
るローマ時代の水道橋跡から村の中心まで歩いていくイベントである。人間
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図表 5　エルマルで行われたヨリュク祭に参加した「リュキア出身のヨリュク，パターラ」
（撮影：筆者　2016 年 9 月）
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ゲ レ ミ シ ュ に お け る こ う し た 動 き は， ヨ リ ュ ク の 過 去 の 遺 産 化
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図表 7　ゲレミシュの広場にある伝統的な木造倉庫の復元
















































は，デレボアズ（イスラムラール）から分かれてできた村の 1 つである。M. 
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